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　　　　　　　■

Eneitにおける押韻の方言的特徴について

須沢通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

geinrich　von　VeldekeのEneit（1184年から1186年の問に完成）における言語使用に関し

て，ここに方言を越えた超地域的な共通語の傾向をみる説と，これを真っ向から否定する説

の長年の論争は，今日まで明確な結論を得ていない。Veldekeによって書かれたものとして

は，ミソネの叙情詩および格言詩，聖人伝Servatius，叙事詩Eneitの全く異なる三種類の

作品が伝えられている。このうち叙情詩お』よび格言詩は，Veldekeの若い頃，故郷の読者を

対象に詩作したものであり，ここには彼の低地ライソ・リソブルク方言が色濃く見られる。

Servatiusに関しては，いくつかの古リソブルク方言による断篇の写本の他は，15世紀後半

にリソブルク方言で書かれた完本が一つあるだけで，言語的特徴は当然のことながら，押韻

も含め，リソブルク方言の色彩を帯びたものとなっている。これに対してEneitの写本は，

12世紀の作品としては非常に豊富で，12世紀から15世紀に書かれた7種類の完本（B，H，　M，

E，h，　G，　w）と，5種類の断篇を有している。これらの写本はすべて高地ドイツ語（Hoch一

deutsch）で書かれ，さらにその圧倒的に多くのものが上部ドイツ語（Oberdeutsch）で書

かれている。従って，Eneit研究の初期の段階では，　VeldekeがEneitを高地ドイツ語地域

の読者を対象にしたこと，とりわけ，彼がテユーリソゲ』ソのHermann（1190年にテユーリ

ソゲン方伯）のもとで作品を完成させたことから，彼がこれをテユーリンゲソの方言，すな

わち東中部ドイッ語（Ostmitteldeutsch）で書いた点が指摘された1）。

Ludwig　EttrnUllerは1852年にVeldekeのEneitの最初の校訂本を手がけるが，その際手
本としたのは完本としては最古のB写本であり，さらにM写本も参考にしている。このB写　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

本は押韻で中部ドイツ語（Mitteldeutsch）の特徴が見られる以外は上部ドイツ語で書かれ

たものであり，M写本には全体として南バィエルソの言語的特徴が見られる2｝。　EttmUller

の校訂本はVeldekeの言語の再現を目指したものではなく，テユーリソゲLソの言語を念頭

に置いた校訂にとどまっている3〕。これに対して1882年にOtto　Behaghe1は，　EneitがVe1一

dekeの出身地マーストレヒト・リソブルク方言で書かれたものとしてその復元を試みた4，。

その際Behaghelが手がかりとしたG写本とh写本は，15世紀に書かれた最も新しい写本で

あり，G写本は基本的には中部ドイツ語，特にテ昌一リソゲソ方言の特徴を有している5，。

このG写本を参考に，さらに聖人伝Servatiusの古リソブルク方言による断篇の写本に基づ

いて，Theodor　FringsとGabriele　Schiebは1964年に古リソブルク方言によるEneitを編

纂した5｝。しかし，彼らの労作も多くの賛同者を得ることができなかった。その理由は，一

つには，写本のすべてが高地ドイツ語によるものであり，従って，古リソブルク方言で書か

れたEneitの稿本の存在が非常に疑わしいことであり，さらには従来の慣習とは大きく異な
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る校訂方法に，研究者たちが大きな戸惑いを覚えたことによる7｝。従って，最近のEne量t研

究は再び，最も古いEttm廿11erの校訂本を拠り所にせざるをえない状態にある。

VeldekeのEneitにおける言語的特徴に関して，今日の研究では，　Veldekeが，最初リン

ブルク方言で書きはじめた未完のEneitを，その後テユーリソゲソで自ら，もしくは他人の

手を借りて加筆し，修正を施し，残りの部分をテユーリソゲソ方言に馴染んできていた詩人

自らが書き上げたか，あるいは，やはり他の者に依頼して，それを書き上げさせた可能性が

指摘され，従って，テユーリソゲソのHermannの宮廷で完成したEneitは，低地ドイツ語

（Mederdeutsch）と高地ドイツ語の中間的位置にあった中部ドイツ語圏の詩人語（Dich一

tersprache）に依拠しながらも，当時すでに成立の過程にあった，超地域的な文学的共通語

を目指した上部ドイッ語の宮廷詩人語（hOfische　Dichtersprache）を考慮したにちがいない

と考えられている9，。Eneitのエピロー一グによると，　Velde鴎はEneit全篇の4分の3ほど

を仕上げた段階で，これをクレーヴェの伯爵令嬢Margareteの閲読に供したが，1174年に

彼女がテユーリソゲソ方伯Ludwig　3世と結婚した際，この原稿を預かった待女の過失によ

りこれを失ってしまう。これはLudwigの弟Heinrich伯が原稿を待女から密かに奪い取っ

て，テユーリソゲソに送ってしまったことによる。その後9年たってVeldekeがテユーリ

ソゲソに赴いた時，Ludwig　3世の弟で，後工190年Ludwigの死後，その跡を継いでテユー

リソゲソ方伯となったHermann伯によって再び原稿を渡され，これを完成させるよう依頼

される。かくして9年の長い中断の後，未完のEneitは再び詩人の手許で残りの4分の1に

も筆が入れられ，ようやく完成にこぎつけることができたのである9，。このエピローグの内

容と，Eneitのすべての写本が高地ドイソ語で書かれている事実が，　Eneitを高地ドィッ語，

特にテユーリソゲソの東中部ドイツ語で書かれたものとする根強い学説の根拠となっている

が，さらにこの学説を一歩推し進めて，Eneitに超地域的な文学的共通語への傾向を認める

今日の一般的学説の根拠となっているのは，Eneitにおける押韻使用の特徴である。　Velde一

keがEneitで方言的押韻語を避け，リソプルクの低地ドイツ語の音で読んでも，高地ドイ

ツ語の音で読んでも韻が不純にならないよ．う努力したことは今日多くの研究者によって指摘

されている。例えぽPolenzによると，　VeldekeはEneitで漉（nhd．　Zeit）と瞬（nhd．

weit）を押韻に使用したが，醗と乃ひ琵（nhd．　weiB）を韻として用いることはなかった。こ

れはリソブルク方言の読：z薦（nhd．　weit）を中高ドイツ語になおしても読：ω甜となり韻

を乱すことはないが，リンブルク方言の漉：醗（nhd．　weiB）だと中高ドイツ語では漉：

ω亀となって不純な韻を生むこととなるからである。また磁銑　（nhd．1eiden）と5η漉η

（nhd．　schneiden），吻8π（nhd．　reiten）と’躬6η（nhd．　Zeiten）を韻として用いることはあっ

ても，」駕解と溜飾を結ぶことはしなかった。リンブルク方言」翻8η：蜴8πは中高ドイッ

語になおすと醐8麗：漉伽となって韻が不純になるからであるlo，。　C　J．　Wellsも，　Eneitの

押韻は低地ドイツ語よりもむしろ高地ドイツ語的特徴を有しており，例えば低地ドイツ語で

は同一の押韻語を形成する高地ドイツのt音と3音は押韻語としては厳格に区別されている

と指摘し，Eneitに，高地ドイツ語では不純な韻を生む低地ドイツ語的押韻（例えば40π：

soη〈mhd．飯oη≠sun〉，搬s：”αs〈mhd・o盈s≠”薦〉，8召’o‘勉召：拶召漉o訥’ε〈mhd，92’oπう’8≠

〃8痂o瞬θ〉）がいくつか見られる事実を認めながら，それがEneitの高地ドイツ語的押韻の

用例をいささかなりとも軽視できる要因とはなりえないとしている1n。
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本稿では従来のEneit研究に基づいて，　Eneitにおける押韻使用の方言的特徴についての

調査を試みた。以下にEttrnUller校訂本に基づくDieter　I（artschokeのrEneasroman」12⊃

をテキストに，ここから収集した，高地ドイツ語では韻を乱すことになる方晋的特徴をもつ

押韻の用例を，G写本13吸びαBehaghe1のrEneide」を参考に，　G．　Schieb・TFrings編

纂の「Eneide」と比較，検討することで，　Eneitの押韻の特徴を考察してみたい14｝。なお以

下の用例の比較において用いた「中高ドイツ語」（mhd．）の用語は，広義には第二次子音推

移に関与した上部，中部ドイツ語を指すが，ここではHartmann　von　Aue，　Wolfram　von

Eschenbach，　Gottfried　von　StraBburg，　Walther　von　der　Vogelweideなど上部ドィッ語地方

を中心に活躍した宮廷詩人たちの用いた文学的共通語の色彩を帯びた，いわゆる「宮廷詩人

語」を指ず帥。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

@1．VeldekeのEneitには，彼の故郷り低地フラソケソ語（Niederfrankisch）のリソブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ルク方言および中世低地ドイッ語（≡中低ドイッ語：Mittelniederdeutsch）の特徴を強く

持った押韻が見られる。

1）ゲルマソ語のp，t，　kは，高地ドイツ語では第二次子音推移を受けて，破擦音のpf，

（t）z，kchもしくは無声摩擦音のff（f），33（3），　hh（h）に変わったが，低地ドイッ語はこの第二次

子音推移の影響を受けなかった。この変化は低地ドイッ語と高地ドィッ語を区別する決定的

な音韻推移であるが，Eneitには，この低地ドイッ語の音韻を使用したと認められる押韻の

用例がいくつか見られる。

P（＝励威pf）：P（＝，η屈．　P）の押韻：

299，39－40　kamp：1amp〔窺乃｛凱kampf～窺侃lamp〕（S‘屠8う16，　kamp：1amp）．

t（＝規砿tz）：t（＝”漉拡3，もしくは励4　t）の押韻；

25，5－6　gehat：schat　〔祝’鼠　geha3ヘレ彫海記　schatz〕　（S‘乃泥わ　gehat：scat）；26，21－22

korten：porten　〔彫1嘱．　kUrzen－）俄乃♂　porten〕　（＆ん飽δ　kurten：porten）；174，11－12

schat：dat　〔mhd．　schatz～7ni2d．　da3〕　（S‘ぬ彪δ　scat：dat）；225，　7－8　vatte：satte

〔窮ゐ♂　va33e～η¢1～舐　sazte　〔＜setzen）〕　（S‘’～’召う　vate：satte）；242，37－38　schat：hat

〔彿濯．　schatz一）ηzゐ41　ha3〕　（S‘1～彪δ　scat：hat）；346，　17－18　schat：goltvat　〔解’鼠

schatz～励鳳一va3〕（＆痂のscat：－vat）、一この押韻形はVeldekeのリソブルク方言と

隣接する中部ドイツ語の中部フラソケソ方言（Mittelfrankisch）にも見ることができる

一k（＝物ん4ch｝：k（＝初1冨．　k）の押韻：
191，23－24　L↑ke：herl↑ke〔，η層．　Uke～窺海｛凱herl全che〕（So乃詑うLike：herlike工一こ

の用例以外は高地ドイツ語および低地ドイツ語で韻の乱れを生じないk伽肱ch）：k

伽楓ch）の押韻形が用いられている。224，5－6　h§r1↑ch：este㎡ch（S‘屠εうherlic：

estric）；35，29－30　6che：minnechl↑che（Soみ幼rike：mlnnelike）；350，37－38　ku一

nich貢che：lobel↑che（S‘1～f召∂konincrike：＜herlike＞｝u，　a．　m．一

2）中高ドイツ語の9（語末でk）は，中低ドイツ語および中部フラソケソ方言で，n
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などの後でk，その他の語末ではchとなるが，　Eneitでもこのch音を用いた中低ドイツ語

的押韻が見られる。

ch（＝励4　k〈g）：ch｛＝励鼠ch）の押韻：

23，3－4　tach：gesach　〔彿雇．　tac～彿乃｛凱　gesach〕　（S‘乃拓ウ　dach：gesach）；50，　5－6

phlach：sach〔甥苑記phlac～mhd．　sach〕（S‘乃’8δplach：sach）；108，3－4　0uch：10uch

〔mhd．　ouch　r’・v　mhd．　louc（くliegen）〕（Scぬ’θ∂ouch：lo1」ch）；169，25～26　ge1↑ch：zwich

〔mhd．　gel↑ch～mhd．　zwtlc〕（S‘1～’θうgelich：twich）；328，29－30　1ach：brach〔”z1乞ゴコac

（＜liegen）～彿厩brach（＜brechen）〕（Sc肋δIach：brach）．一この押韻形に対して

Eneitでは，　ch（＝励記k〈g｝：ch（＝挽厩k〈g〕の高地ドイッ語形でも韻を乱さない押

韻形も数多く見られる。57，15－16mach：tach〔辮’24　mac（＜mugen）～〃鼠tac）

（、S‘砺σδmach：dach）；227，5－6　slOch：genOch〔彿乃記sluoc（〈slahen）～翅乃威genuoc〕

（5‘海幼sluch：genuch）．このような高地ドイツ語，低地ドイツ語いずれの音で読んでも

韻を乱さない押韻の用例数は148例で，先にあげた中低・ドイッ語的押韻形の92例よりも多

くなっている一

3）動詞s↑n＠楓sein）の直説法現在3人称単数形は，中高ドイッ語ではistであるが，

中低ドイツ語および中部フラソケソ方言ではisである。またこの方言では，動詞の直説法

現在2人称単数および直説法過去2人称単数の語尾が・（e）stの他に，しばしば省略形の・（e）s

をとり，この形がそれぞれの接続法にも用いられている。Eneitにおいてもこのis，一（e）sの

形を押韻語に用いた用例が見られる。

is（＝伽紘ist）：is（＝励d　is）もしくはes（＝祝舷es）の押韻：

26，39－40　is：gewis〔，幼4　ist～窺乃4　gewis〕（So海幼is：gewis）；95，17－18　An一

ch↑ses：is〔彿乃4　Anch歪ses～”励記ist〕（＆痂εゐAnchises：is）；257，31－32　is：des

〔魏海記ist～瑠ん凱des〕（S碗幼is：dis）u．　a．　m．

s↑s（＝窺颯s↑st〈s↑nの接続法現在2人称単数形〉）：4s（≡祝履4S）の押韻：

86，39－40　　s↑s：　㎡s　〔mhd．　sfst～mhd．　㎡S〕　（Schieb　sis：　ris）；　261，5－6　　s↑s：　輔s　〔彿ぬ41

s↑st～彿ぬ4　wfs〕｛S‘痂8∂sis：wis）；265，23－24　前s：gewis〔勉肱．S宝st～mhd．　gewis〕

〔＆〃6うくbis＜bist＞：gewis）．

一es（＝励4－est）：－es（＝勉乃拡一es）の押韻：

317，35－36kunnes：gewur皿es〔彿肱kUnnes17｝（単数2格形）～励ぱgewUnnest

（gewinnenの接続法過去2人称単数形））（S魏勧kunnes：gewunnes）．

4）gan＠肱gehen），　stan＠配．　stehen）はこの他に9§n，　stenの別形をもつ動詞である

が，中低ドイツ語と中部フラソケン方言では，2人称，3人称単数でgeist／geit，　steist／

steitの語形をとる以外はgan，　stan形の語形変化をとる。　Eneitもこの中低ドイツ語・中部

フラソケソ方書における語形を押韻に用いている。

19，39－40　gan：getan｛Sc痂66　gan：gedan）；24，25－26　stan：wolgetan（S‘乃飽うstan；

wale　gedan）；90，9－10　stet：get岨，（S‘1診ゴ召δsteit：geit）；233，5－6　get：slet（＜slan）

（S‘漉わgeit：sleit）；241，11－12　slat（slanの直説法現在2人称複数形）：gegat（geganの

直説法現在2人称複数形）　（S‘痂功slat；ane　gat）肱a．　m．

5）中低ドイツ語と中部フラソケソ方言では彿砿ouw：鋭屈．　iuwの組合せによる押
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韻が見られるが，Eneitでもこの押韻形が用いられている。

OUW（＝”漉4．　iUW）：OUW（＝，π124．　OUW）の押韻：

28，35－36frouwen：trouwen〔窺1鼠vrouwen～，励記triuwen（女性弱変化triuweの複

数2格形）〕（S‘’漉∂vrouwen：trouwen｝；80，17－18　getrouwen：rouwen〔，η履getra一

wen，－trouwen～窺乃4　riuwen〕（＆痂θうgetrouwen：rouwen）；251，5－6　frouwen：rou一

wen〔彿肱．　vrouwen～解ぬ威riuwen〕　（S‘1～彪ゐvrouwen：rouwen）；310，27－28　bou・

wen：trouwen〔”21毎．　bOwen，　bouwen～7，z114　triuwen（triuweの複数3格形）〕（S‘’～’の

bouwen：trouwen）u．　a．　m。

6）中低ドイツ語の一部と中部フラソケソ方言の特徴的音韻として，ftのhtへの変化

があげられる。Eneitでも中高ドイツ語のftに対応するht音が押韻に使用されている、

ht（＝彿屈．　ft）：ht（＝，”1毎．　ht）の押韻：

86，37－38　maht：ernistaht〔，，z1～威！naht～7η1～鳳ernesthaft〕（S‘’置励macht：ernest・

acht）；90，3－‘　forhte：dorhte　〔，，富’2鉱vorhte～，η∫㎡．　dorfte〕　（S‘’～’8うvorchte：dor一

chte）；91，23－24　unendehaht：naht　〔，雑ノ言4L　unendehaft～，η’～記naht〕　（S‘1～ゴ召δunende一

hacht：nacht）；109，7－8　berihten：stihten〔，児’銘！．　berihten～，η’～41　stiftεn〕（S‘1～fθδbe・

richten：stichten）；178，　23－24　bedaht：unzalaht〔7η’～4　　bedaht～，η1～4．　un2alhaft〕

（S‘ル‘召δ　bedacht：untalehacht）；248，23－24　kraht：naht　〔，π1㎡．　kraft～，π11紘　nahtユ

（Scん’召うcracht：nacht）；254，13－14　scrihte：getihte　〔，η乃d　schrifte－）2，沈4　getihte〕

（S‘」配¢うge＄chrichte：gedichte｝u．　a，　m．

7）中高ドイッ語のbは，中低ドイツ語および中部フラソケソ方言でv，語末ではfと

なる。Eneitでもこのv，　f音による押韻が見られる。

v（＝勉乃4．b）：v｛＝窺1㎡．　v）の押韻：

115，　1－2　neve：geve　〔規1ε4．　neve～窺ノ24．　gebe〕　（S‘乃‘66　neve：geve）；195，　23－24

wolven：kolven〔窺勉1．　wolven（wolfの複数3格形）～，η帽，　kolben〕（S‘13f8δwolven：

kolven）；288，7－8　1eve：neve〔祝んdし1ebe～，，z屈．　neve〕（S‘1z盛召δ1eve：neve）u．　a．　m．

f〔＝，励4．Pくb）：f（＝η掘．　f）の押韻：

126，7－8・　brief：1ief　〔鋭1ら4L　brief－）鋭層．　liep〕　（5‘ゐゴ｛9う　brif：1if）；264，15－16　　warf：

bedarf〔窺’以warp～簿1毎．　bedarf〕（S‘痂εうwarf：bedarf）；315，37－38　starf：endarf

〔御配．starp（＜sterben）～，励記’endarf〕（＆痂召δstarf：darf）u．　a．　m．

8）語中のh音が消失する現象は，中低ドイツ語および中部フラソケン方言のうちリン

ブルク方言地方と直接境を接するリプァーリ方言に見られる。Eneitもこの語形を押韻に用

いている。

55，15－16　helen：bevelen〔祝、彪41　heln～㎜h41　bevelhen）｛S‘乃彪4うhelen：bevelen）；117，9

一10　fでten：z↑en　〔彿乃4．　v1↑en～2η乃4」z↑hen〕　（So彦勿δverlien：tien）；140，9－10　niet：

ziet〔初1㎡．　niet（＝niht）～泌海4　ziuht〔＜ziehen）〕（S‘乃飽δ’nit：tit）；206，13－14　erzien；

knien〔窺1観．　er2iehen～初砿knien）（S6ゐ幼ertin：knin）u．　a．　m．　　　』

9）この他，Eneitで中低ドイッ語的語形を押韻語に利用したものとして次の例をあげ

ることができる。

224，1－2　synag6ge：hδge（＝勉’毎．　h6he）｛Sσゐf8δsynagogen：hoge）．　　　甥1～41　h6，　hδch，



98

hδhe＠厩hoch）はこの用例以外は，　hδch，　h6で押韻を踏んでいる。23，9－10　hδ：vr6

（So痂2ゐho：vro）；179，9－10　h6ch：z6ch（S‘勉幼ho：to）u．　a．　m．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

D2．VeldekeのEneitには，彼のリソブルク方言の言語的特徴であるとともに，中部ドイ
　．
b藷の方言的特徴でもある語形を使用した押韻が見られる。

1）中高ドイツ語のiu，　uo，　Ueは，中部ドイツ語圏の広い範囲で0音であらわれる。

Eneitでもこのa音を用いた押韻形を見ることができる。

0（＝物距威iu）：0（＝挽砿．①の押韻：

25，19－20　hat：10t〔mha．　hat～mhd．　liut〕｛8‘乃f召ゐhude：1ude）1帥．

0（＝初砿UO）：a（＝栩厩0）の押韻：

90，31－32　　fOr：sGr　〔卯zl厩　vuor　（＜varn）～ア㍑1鼠　sOr〕　（5ヒん彪∂　vur：sur）；266，39－40

maren：fOren〔纏4　mOren（女性弱変化mOreの複数4格形）～勉厩vuoren（〈varnD

（S謝2うmuren：vuren）．

0（三魏乃記UO｝：U（＝勉掘U）の押韻2°｝；

82，35－36　sun：tan〔mhd．　sun～物hd．　tuon〕（So、雇θ∂son：don）21）．

a（＝彿擁．Ue）：0（＝窺1掘．　iu）の押韻：

93，11－12　stOret：fOret〔η2乃記stiuret～彫勉ゴ．　vOeret〕　〔So乃ゴ8占sturet：vuret）；94，37一

38　　fOre：tOre〔魏乃｛藍vUere～，η1毎．　tiure〕　（S6海‘2うvure：dure）、

a（＝膨砿Ue）：0（＝励舐UO）の押韻：

228，25－26　behaten：gαten　〔祝海記　beh廿eten～彿、彪威　guoten〕　（S‘乃ゴθう　huden：g亘de）；

235，37－38　kOne：tOrle〔mhd．　kttene～mhd．　tuone〕　〔Schieb　kune：dune）u．　a．　m．

2）ウムラウト（Umlaut）の表記がしばしば欠けるのも中部ドイツ語の方言的特徴で

ある。Eneitではウムラウト表記の欠けた母音を押韻に用いた例を数多く見ることができ

る22）。

a（＝窺ん鳳記）：a（＝物侃．a）の押韻：

29，5－6　wane：ane〔解hd．　Wi£ne～勉陀4，　fine〕（So勉召ゐwane：ane）；38，37－38　hale；

strale〔mhd．　haele～mha．　strale〕（Sσ勉召うhale；strale）；138，1－2　jare：ware〔彿海威

jare～励d　w8ere（§旬の接続法過去）〕（S‘痂2δjare：ware）u．　a．　m．

0（二解肱oe）：O（＝窺履．δ）の押韻：

113，31－32　cr6ne：schδne〔魏1鳳kr6ne～勉1厩schcene〕（Sσぬ詑δsごone：crone）；226，7

一8　schδne：beste6ne〔物んゴl　schoene～彿ゐ41　beste6ne〕（S‘ゐf8うscone：besteone）u．　a．

m．

u（＝mhd．　U）：u（＝mhd．　u）の押韻；

301，21－22　sunde：kunde〔甥舷、　sUnde～膨媚．　kunde〕（Sσぬゴ彦δsunde．：kunde）；354，14

一15　wunne：kunne〔粥hd．　wunne～窮ha．　k伽nne〕（S‘雇εわwun亘e：kunne）u．　a．　m．

3）中部ドイツ語にはまだsehen徽数過去殊対する文法的交替（Gra㎜atischer

Wechsel）が見られる。すなわちsehenの過去形は，単数sachに対して複数でsagen

伽雇．sahen）となる。　Eneitではこの語形が押韻語を形成している。

28，13－14　gesagen：fragen〔ηzぬ紘gesahen～ηz1㎡．　vragen〕｛8‘海ゴ召δbesagen：vragen）；
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53，19－20　1agen：sagen〔，η帽．1agen（＜Iigen）～，η’鼠sahen〕（S‘’冨εδIagen：sagen｝；

118，19－20magen：gesagen〔，励己magen（男性弱変化mageの複数4格形）～2πノ鼠ge・

sahen〕（S‘乃勧magen：gesagen）u．　a．　m．

4）　中高ドイッ語のso1（＜suln｝は中部ドイッ語ではsalとなる。　Eneitでもこのsa1が

押韻に用いられている。

81，11－12　　al：sa1〔，㎎海鳳al～吻海d　sol〕（So’2惣占a】：saD；96，31・－32　　salt：balt　〔，η〃4

solt（sulnの現在2人称単数形）～秘鼠balt〕（S‘’～勧salt：balt）；261，9一工O　salt：

gewalt〔2η肱．　solt～2励記gewalt〕（S‘屠8ゐsalt：gewalt）u．　a．　m．

5）中高ドイツ語のeheは中部ドイツ語の・一部の方言ではieの形であらわれるが，

Eneitでもie音が押韻に用いられている。

73，1－2niet：siet〔励威niet（＝niht）～，舶4　sehet｛sehenの直説法現在2人称複数形）〕

（S‘ん’8∂nit：sit）23，．

6）中高ドイツ語のhsは中部ドイツ語の一部の方言でsとなるが，この中部ドイツ語

形もEneitの押韻に見られる。　　　　　　・

84，37－38　was：antvas〔辮乃記was～，，3層．　antvahs〕（＆1～ゴ8δwas：antfas）；146，9－10

was：vas〔勉1以was～，励鉱vahs）（S‘1～f召うwas　l　vas）；160，21－22　was：Eckesas

〔辮海鼠was～彿乃4－sahs〕（S‘1漉∂was：Eckesas）．

7）　この他にもEneitでは，　muoterの中部ドイッ語形maderがbrOder（7励記

bruoder）と押韻を踏む用例が見られる、

18，17－18mOder：brader〔彿肱muoter～窺1π｛凱bruoder〕（S‘漉うmuder：bruder）24）．

3．Eneitの押韻語には，　Veldekeの故郷のリソプルク方言とは異なる中部ドイツ語の語

形が見られる。

1）中高ドイツ語のu音は，中部ドイツ語では，その後に1，r，　chなど一定の子音がく

るとo音となる。リソブルク方言とは異なるこの語形が，Eneitの押韻に用いられている。

O（＝吻乃諾U｝：0（＝mhd．　o）の押韻：

一1の前で一

17，5－6　wolde：scholde〔魏海d　wolde～，η掘．　schulde〕（＆1～‘θうwolde：scolde）；69，23

一24　scholt：holt〔解’～鳳schult～辮海鼠holt〕（5‘勉θδscolt：holt）u．　a．　m．－Schieb一

Frings編纂のrEneide」では中高ドイツ語のschultは，　scolt，　scultの二つの形であらわ

れる，scoltはwolde（規砿woide｝，　holt伽’砿holt）などo音と韻を踏む場合に用いられ，

scultはhulde｛栩’鼠hulde），　gedult＠侃gedult）などu音と韻を踏む場合に用いられる。

これに対してEttmmlerでは，後者の場合もoloの押韻となる。68，11－12　scholde：

holde〔物海41　schulde～ηz乃鳳hulde〕（S‘13’召うsculde：hulde）；124，27－28　gedolt：scholt

〔物海4gedult～吻孟～拡schult〕（5読勿∂gedult：scult）u．　a．　m．－　63，25－26　wolde：

holde〔mhd．　wolde　N　mhd．　hulde〕（S‘’～蝕δwolde：hulde）；88，1－2　holden：solden

〔窺肱hulden～，痂砿solden〕（So’鹿δhulden：wolden）u．　a．　m．－Schieb－Fringsで

は中高ドイツ語のhuldeはリソブルク方言のhuldeの形であらわれる。したがって上記の

押韻ではo：uと韻の乱れを生むことになる一
ウ



100

一rの前で一

60，7－8　gorde：borde〔祝ん鳳gurte（＜gurten｝～彿乃6乙borte〕（S‘’zゴ召西gurde：borde｝；

85，3－4　verworren：torren〔，η1㎡．　verworren～御海風turren〕（S‘頭2f8∂verworren：

durren）；307，7－8　vorsten：getorsten　〔栩・飯凱　vUrsten25｝～甥媚．　getorsten〕　（So’1ゴεゐ

ヤursten：dorsten）u．　a．　m．　ここ．でもリソブルク方言はu音を保持しており，上記の押

韻例ではo：uと韻の乱れを生んでいる

一hの前で一

118，29－30　dohte：mohte〔窺1毎．　dGhte（くdunken）～祝砿mohte（くmugen）〕（8‘12∫幼

mochte：dochte｝；312，39－40　mohte：flohte〔彿屈mohte～辮1以vluhte〕（S‘’3幼

mochten：vlochte）u．　a．　m．

2）Eneitの押韻語には，中部ドイッ語の中でも，特にテユーリソゲソを中心とした東

中部ドイツ語の方言的特徴がいくつか見られる。

a）中高ドイツ語のi音は主として東中部ドイツ語で，しばしばe音としてあらわれるが，

Eneitには，この音韻が押韻語として使用されたと考えられる用例が多く見られる。しかし

この場合，Schieb－FringsおよびEttmallerでは，いくつかの例外を除き，多くの用例で

i：eと韻の乱れた形で表記されている。

e〔＝物楓i）；e（＝窺楓e）と表記された押韻1

24，15－16　erre：verre〔mha．　irre～mhd．　verre〕（So、屠ε占irre：verre）；29，1－2　frede：

rede　〔祝海｛ま　vride～彿勉4．τede〕　（S‘乃詑う　vrede：rede）；36，25－26　brengen：1engen

〔勉乃記bringen～彫乃威1engen〕（S6海勧brengen：1engen）26〕；52，5－6　geerret：merret

〔彿燃geirret（＜irren）～魏厩merret〕（、So痂6うgeirret：merret）；182，23－24　venden：

senden〔窺乃記vinden～勉宛紘senden〕（＆痂召δvinden：senden）；193，37－38　enweder：

neder〔窺ぬ鳳enweder～窺ゐ記nider〕（Sc玩8うneweder：neder）；205，23－24　ieweder：

neder　〔彿乃鼠　ieweder～解ん凱　nider〕（S‘12ゴ召∂　ieweder：neder）27｝；236，9－10　velt：

schelt〔窟η1㎡．　velt～彿ぬ‘schilt）（S‘扉召ゐvelt：schilt）u．　a．　m．

壱i（＝卿厩i｝：e（黒伽‘e）と表記された押韻：

68，31－32　ge8ende：vinde（S‘んfθうsende：vinde）；72，23－24　missewenden：vinden

（S‘痂εδmissewenden：vinden）；94，35－36　hi㎜en：erkennen（S‘ん詑うhinnen：erken・

nen｝；99，13－14　kinde：ende　（S‘乃ゴθう　kinde：1ende）；172，21－22　trinken：erden1｛en

｛Soん彪δ　drinken：erdenken｝；178，1－2　di！ユge：enge　（So」雇6う　diロgeh：enge）；227，7－8

winde：ende（S‘痂θうwinde：ende）；281，13－14　dingen：1engen（So痂召うdingen：1en・

gen）u．　a．　m．　　　　　　日

b）東中部ドイツ語のうち特にテユーリンゲソ方言で，中高ド・イツ語の一en音はしばし

ぽ・e音であらわれる。Eneitにおいても，中高ドイッ語の表記法による一en音を・e音に置き

換えることによって押韻の乱れを解消できる例が多く見られる。この場合もテキストでは中

高ドイッ語の表記法に従って一enと表記されている。

28，29－30kemenaten（kemenateの複数3格形）：rate（S‘ゐ∫のkernenaden：rade）；65，

11－12willen（男性弱変化willeの単数4格形）lstme（Sご’鹿うwi11e：stille）；99，5－6

schibe：be1量ben（不定詞）（1∫‘漉うschive：bliven）；112，1－2　zellen（不定詞）1．b↑spelle
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（S‘肋δtellen：bispelle）；134，39－40　graben（男性弱変化grabeの単数4格形｝：abe

（S‘漉δgrave：ave）；173，23－24　gewinnen（不定詞）：inne（Sσ乃’のgewinnen：inne）；

179，1－2herbergen（女性弱変化herbergeの単数3格形）：halsberge｛女性強変化hals・

bergeの複数4格形｝（S厩励herbergen：halsberge｝；192，19－20　branden｛brennenの

直説法過去3人称複数形）：w宝ga慮e（男性強変化N誼gantの複数1格形）（S厩励bran一

den：wigande）；204，7－8　wilden（形容詞複数3格形）：gevilde（中性強変化gevHdeの単

数3格形）（S‘ん磁wilden：gevllde）；205，31－32　kleinen（形容詞複数3格形）：eine（副

詞）（S‘’～勧cleinen：eine）；243，13一廻frome：komen（不定詞）（S6漉うvromen：

komen）；307，17－18　gote（男性強変化gotの複数4格形）：boten（男性弱変化boteの単

数4格形）（S‘ん勧gode：bode｝；350，27－28　anen｛男性弱変化aneの単数3格形）：ane

（So肋∂anen：ane｝u．乱m．

酊1

以上VeldekeのEneitにおける押韻使用のうち，主として方言的色彩の強い押韻形につ

いて検討を加えた。これらの押韻はいずれも，上部ドイッ語を中心としたいわゆる標準的中

高ドイツ語に置き換えると不純な韻を生むリソブルク方言的な中低ドイツ語，もしくは中部

ドイッ語の特徴を有している．しかし，Veldekeによる方言的押韻使用のうちで最も大きな

特徴は，中低ドィッ語，およびリソブルク方言圏に隣接する中部フランケン方言の色彩を強

く帯びた数多くの押韻形にある。これは詩人がEneitを詩作する際，自分の故郷およびその

周辺の言語を基礎にしたことをうかがわせる。さらにリソブルク方言とも共通する広い範囲

の中部ドイッ語地方の方言による多様な押韻形と，特に，リソブルク方言とは異なるテユー

リγゲンの東中部ドイツ語による押韻形は，Veldekeが滞在し，　Eneitを完成されたテ晶一

リγゲソの言語の影響をうかがわせ，彼がテユーリソゲソを中心とした中部ドイッ語地方の

言語に留意したことが推測できる。たしかにEneitには，中低ドイツ語および中部ドイツ語

の音韻を用いても，これを上部ドイツ語を中心とした標準的中高ドイツ語に置き換えても，

いずれの場合も韻を崩さない押韻形も数多く見られ，その点ではVeldekeが，政治的，文

化的中心として広く影響力を持っていた上部ドイツ語的高地ドイツ語を意識した可能性も十

分考えられる、この点に関しては従来の研究によって，Veldekeの依拠したライソ地方の詩

人語もしくは北部ドイツ語の文学語の存在が指摘されている。宮廷を中心に詩作活動をした

詩人たちが口語的方言ではなく，文章語を用いたことは十分に考えられ，この文章語も比較

的広い範囲に通用する文学的共通性を持っていたと想像できる。この他にもWolfram，

Gottfriedなどが，　Veldekeをドイツにおける叙事詩人の先駆者として称え，彼の詩の優れ
た芸術性と卓越した言語形式を賞賛していることは28｝，彼の言語の文学的共通語としての傾　　　　　　　　　　r

向を認める一つの根拠とはなりうる。．しかしVeldekeがEneitの詩作において依拠したと

されるライソ地方の詩人語，もしくはテユーリンゲソの宮廷的文学語なるものがどのような

形態を示していたのかは，その存在の有無も含めて依然不明であり，『またVeldekeの押韻
のいわゆる超地域的特徴，もしくは高地ドイツ語的傾向については，本稿の直接のテーマで　　　　　　　　L

はない。いずれも今後の考察の課題としたい。本稿に挙ける考察の結果として，Eneitのリ
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ソブルク方言を中心とした中低および中部ドイツ語の方言的色彩の濃い，多様にして数多い

押韻形は，少なくともEneitに超地域的な文学的共通語の傾向を認めようとする学説に対し

ては，．その地域性を余りにも強調する点から，消極的材料とならざるをえないということが

できよう。
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